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7月1日（土）〜7日（金） 7月8日（土）〜14日（金）

特集 特集在 宅 医 療 を 利 用 し て
住 み 慣 れ た 地 域 で 自 分 ら し く こ ど も 館 に 行 こ う

「マイタウンいちかわ」
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、

 市公式Ｗｅｂサイト「インターネット放送局」でご覧になれます。
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市では経費削減のため有料広告を掲載しています。なお広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。詳しくは広告主にお問い合わせください。
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市公式フェイスブックに掲載した
市内の話題・出来事をお届けします。

市公式フェイスブックで よりタイムリーな情報を
https://www.facebook.com/city.ichikawaトピックス

７,７４５人（6月20日現在）
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市川市役所フェイスブック 検索

ありがとう、本庁舎 大和田ポンプ場竣工式典 5月29日

楽しいをきっかけに 6月4日水難事故のスペシャリストたち 6月5日

6月3日

　間もなくやって来る夏休み。夏休みといえ
ば、海にプールにと楽しいことばかり…では
なく、ありますよね、宿題が。小学生のわが
子は、昨年は1年生ということもあり、それは
それは計画的に取り組みました。ドリルや絵

日記を着々と進め、親子ともども「完璧だ」
と思った夏休み終盤。忘れていました、自由
研究の存在を。あれこれ考えた末、海で拾っ
た貝殻や白砂を使って工作し、夏休み最終日
の夜に完成。来年は計画的に進めようと心に

誓った1年前でした。今回特集2で紹介した
歴史博物館の企画展は、子どもを対象にした
展示説明会もあり、まさに自由研究に打って
つけ。およそ150年前の市内の様子につい
て調べてみると面白いかもしれません。

市川市住民基本台帳人口（5月31日現在） ▶ 483,551人　男 245,623人  女 237,928人  238,875世帯

　市役所の壁に絵を描いちゃおう。普
段だったら怒られてしまうようなことも、今
日だけは特別です。
　市役所建替えイベント「消防フェ
スタとみんなのお祭り」が本庁舎
で開催されました。
　本庁舎取り壊し前の今だからこ
そ、できることを体験してもらおうと
企画されたこの催し。
　壁いっぱいに絵を描いたり、廊
下でボウリングをしたり、市民課の
カウンターで市川産の新鮮な野菜
を売ったり…。
　今後、本庁舎を取り壊し、同じ
場所に新第１庁舎を建設します。

完成は平成32年の春頃の予定です。
南八幡の仮本庁舎は、新第２庁舎とし
て使用します。

　大和田ポンプ場の竣
しゅん

工
こ う

式典が開催
されました。
　内覧会では、普段
見ることができないポ
ンプ場内部を案内さ
れ、見学者のみなさん
は興味津々に見入っ
ていました。
　梅雨や台風シーズ
ンを迎える中、この施
設の稼働によって、浸
水被害が多発する平
田・八幡・南八幡・大和
田を中心とした市川
南排水区の被害が大

きく軽減します。今後も下水道の整備な
ど浸水対策を進めていきます。

　見て触れて、体験を通して、環境や
防災への意識を育てよう。
　ニッケコルトンプラザと現代産業科

学館で行われた「いちかわ環境・防災
フェア2017」。天気にも恵まれ、会場は
大盛況でした。

　環境会場・防災会
場のどちらも、催しも
のやブースが並び、
体験型の企画に子
供たちは目を輝かせ
ながら参加していま
した。
　今日の楽しい体験
が、環境問題や防災
への取組について考
えるきっかけになった
のではないでしょうか。

　市川南４丁目地先江戸川放水路
（左岸）で、水難救助訓練が行われまし
た。これは、水の事故が多発する時季

を迎えるにあたり、関係機関とのスムー
ズな連携活動を図ることを目的としてい
ます。訓練には、市川市消防局、市川
警察署、行徳警察署、警視庁各署（小
松川、小岩、葛西）が参加。各隊で持っ
ている資機材が違うため、隊員間で確
認し合い、最後に上流から男性３人が
流されているという想定で実施しまし
た。警察官が、浮輪付きの救命索発射
銃を撃ち、流され助けを求めている人を
岸際まで引き寄せ救出するなど、無事３
人を助け活動完了。
　いざという時スムーズな連携活動が
行えるよう、訓練に訓練を重ねていき
ます。


